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目 的 ： 近 年 、 日 本 の 若 者 は 自 殺 に つ な が る 精 神 的 健 康 問
題 を 抱 え て い る 。 ま た 、 医 療 系 大 学 生 に お い て も 、 基 礎 教
育 で の 臨 床 実 習 や 卒 業 後 の 臨 床 現 場 で の 精 神 的 健 康 問 題 に
つ い て 報 告 さ れ て い る 。 そ こ で 、 本 研 究 で は 、 医 療 系 大 学
生 の 精 神 的 健 康 に 関 連 す る 要 因 の 一 つ と し て 、 人 と の つ な
が り を 資 本 と 捉 え る 社 会 関 係 資 本 と 対 人 関 係 を 形 成 ・ 維 持
す る た め の 能 力 で あ る 社 会 的 ス キ ル に 着 目 し 、 そ れ ら の 関
連 に つ い て 検 討 す る こ と を 目 的 と し た 。  
方 法 ： 医 療 系 大 学 生 6 4 8 名 を 対 象 に 自 記 式 質 問 紙 調 査 を
実 施 し た 。 回 収 さ れ た 質 問 紙 の 有 効 回 答 4 1 4 名 を 分 析 対 象
と し た 。 分 析 は 探 索 的 因 子 分 析 を 用 い て 社 会 的 ス キ ル の 質
問 項 目 か ら 構 成 要 素 を 抽 出 し た 。 次 に 各 変 数 の 記 述 統 計 、
相 関 係 数 を 算 出 し た 。 さ ら に 精 神 的 健 康 度 を 従 属 変 数 、 学
校 、 性 別 、 学 年 、 同 居 形 態 、 親 の 学 歴 を 調 整 し 、 認 知 的 社
会 関 係 資 本 （ 学 校 ・ 近 所 ） と 構 造 的 社 会 関 係 資 本 （ 学 校 ・
学 校 外 ）、社 会 的 ス キ ル の 各 因 子 を 独 立 変 数 と し た 階 層 的 重
回 帰 分 析 を 行 っ た 。  
結 果 ： 本 研 究 の 対 象 者 の 精 神 的 健 康 度 の 中 央 値 は 4 . 0
で 、 最 適 カ ッ ト オ フ 点 と さ れ る 5 点 以 上 の 学 生 は 2 0 2 名
（ 4 8 . 8 ％ ） で あ っ た 。 社 会 的 ス キ ル は 因 子 分 析 の 結 果 、 3
因 子 が 抽 出 さ れ 、 問 題 解 決 力 、 関 係 形 成 力 、 柔 軟 性 と 命 名
し た 。 階 層 的 重 回 帰 分 析 か ら 、 学 校 の 認 知 的 社 会 関 係 資 本
（ β ＝ ‐ 0 . 1 2 ,  p ＜ 0 . 0 5 ）、 問 題 解 決 力 （ β ＝ ‐ 0 . 1 9 ,  p ＜
0 . 0 1 ） が 高 け れ ば 精 神 的 健 康 度 が 高 く 、 反 対 に 、 グ ル ー プ
学 習 「 年 に 数 回 」（ β ＝ 0 . 2 0 ,  p ＜ 0 . 0 1 ）、「 月 に 数 回 」（ β
＝ 0 . 1 5 ,  p ＜ 0 . 0 5 ）、「 週 に 数 回 」（ β ＝ 0 . 1 0 ,  p ＜ 0 . 0 5 ） で
精 神 的 健 康 度 の 低 下 に 有 意 な 関 連 が み ら れ た 。  
結 論 ： 医 療 系 大 学 生 の 精 神 的 健 康 に 学 校 の 認 知 的 社 会 関
係 資 本 や 問 題 解 決 力 、 グ ル ー プ 学 習 と の 関 連 が み ら れ た 。
社 会 関 係 資 本 の 形 成 や 社 会 的 ス キ ル の 習 得 の 視 点 か ら 、医
療 系 大 学 生 の 精 神 的 健 康 を 高 め る 方 策 に つ い て 示 唆 が 得
ら れ た 。  
 
